
【事例２】鹿島臨海鉄道株式会社（大洗町桜道）

■鉄道高架下の除草作業

１ 発注作業の内容

■従来は沿線の町内会やシルバー人材センターに作業を依頼
→人手不足や高齢化のため、値上げの依頼や断られるなど対応に苦慮していたところ

■共同受発注センターの働きかけを通じて障害者施設で除草作業ができることを知り、発注した

２ 作業発注のきっかけ

■作業エリアを３つに分け、３事業所へ発注

■夏場の作業のため、作業期間は２か月間（７～８月）と幅を持たせる
→事業所によって作業時期が異なったため、早々に作業を完了したエリアでは草が伸びてしまった
ところもあった

■受注事業所は除草作業の経験があるほか、事業所の職員も作業中は同行しているため、一部の指示※
以外は、基本的に事業所へ任せたところ
※一部の指示の例：道路敷にはみ出さないように除草作業を行う

■作業結果は概ね満足している。障害者施設への発注は経営的にメリットがある

■除草作業を発注したいエリアはまだまだあるので、次年度も発注を検討していきたい

３ 取組のポイント・成果等

高架下・除草作業後の様子→

※事業所からご提供いただいた
写真になります


